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源
平
闘
諍
録
全
釈
（
一
〇
―
巻
一
上
⑩
（
一
六
ウ
10
～
一
八
ウ
2
））

早
　

川
　

厚
　

一

【
原
文
】

然
―

程
ニ

葬
―

送
夜
延
暦
寺
興
福
寺
衆
―

徒
等
為
―

出
シ

額
打
―

論
一ヲ

互▽
一
七
オ

ニ

及
狼
―

藉
（
ニ
）

（
一
）

国
王
有
崩
御
（
一
）

葬
―

送
作
―

法
南
―

北
二
―

京
僧
―

徒
等
悉

1

供
―

養
奉
我
―

寺
ノ

験
ニ

立
レ

榔
打
レ

額

南
―

都
東
大
寺
（
・
）
興
福
寺
（
・
）
為
始

2

米
〔（
末
）〕―
寺
々
―

々
相
―

連
（
・
）
東
大
寺
（
・
）
聖
武
天
王

（
ノ
）

御
願
无
二

可
レ

諍
之
寺
一

一
番
也
二
番

ニ
ハ

（
・
）

大
職
冠
（
・
）
淡

海
公
（
・
）
氏
―

寺
立
（
二
）

興
福
寺
額
（
一
）

南
―

都
末
―

寺
等
次
―

第
立
―

並
迎
興
福
寺
額
（
一
）

北
―

京
延
暦
寺

（
ノ
）

額
其
外
山
―

々
寺
―

々
立
―

並
先
―

例
而

（
ニ
）

今
―

度
御
葬
送
延
暦
寺

（
ノ
）

僧
徒

3

乱
事

（
ハ
）

東
大
寺

（
ノ
）

次
興
福
寺

ノ

上
ニ

立
レ

額
之
間
従
山
階
寺
方
（
一
）

東
門
院

ノ

衆
―

徒
西
金
堂

ノ

衆
観
音
房
勢
至
房
両
三
人
着
三
牧
甲
（
一
）

差
左
右
韘
（
一
）

黒
革
鬼
鎧
用
大

珍
鈖
（
一
）

走
―

出
削
―

（
二
）

倒
延
暦
寺
額
一

拍
二

喜
―ヤ

水
鳴
瀧
―（

ノ
）

水
一ト

走
―

（
二
）

入
興
福
寺
方
一

延
暦
寺
僧
徒
背
二

先
例
一

致
狼
―

藉
（
一
）

之
程

ナ
ラ
ハ

即
其
―

座
可
手
向
（
一
）

心
有
深
―

思
事
（
一
）

不
出

4

一
言
（
一
）

怖
一
―

天
ノ

君
5

為▽
一
七
ウ

世
（
一
）

早
無
（
レ
）

情
草
木
可
有
二

6

憂
―

色
一

况
於
人
―

輪
僧
徒
法
（
一
）

乎
浅
―

猿
事
出
―

来
7

式
作
―

法
高
―

賎
退
二―

散
四
方
一

喚
―

叫

【
釈
文
】

　

然さ

る
程
に
、
葬
送
の
夜
、
延
暦
寺
・
興
福
寺
の
衆
徒
等
、
額
打
論
を
為し

出
だ
し
、
互▽

一
七
オ

ひ
に
狼
藉
に
及
べ
り
。
国
王
の
崩
御
有
り
て
、
葬
送
の
作
法
に
は
、
南
北
二
京
の
僧

徒
等
、
悉
く

1

供
奉
（
養
）
し
奉
り
て
、
我
が
寺
の
験

し
る
し

に
は
榔か

う

を
立
て
額
を
打
つ
。
南
都
に
は
東
大
寺
・
興
福
寺
を
始
め
と
為し

て
、

2

末
（
米
）
寺
々
々
相
ひ
連
な
れ
り
。

東
大
寺
は
聖
武
天
王
の
御
願
、
諍
ふ
べ
き
寺
无
け
れ
ば
、
一
番
な
り
。
二
番
に
は
大
職
冠
・
淡
海
公
の
氏
寺
、
興
福
寺
の
額
を
立
て
て
、
南
都
の
末
寺
等
、
次
第
に
立
て
並

べ
た
り
。
興
福
寺
の
額
に
迎
へ
て
、
北
京
に
は
延
暦
寺
の
額
、
其
の
外
山
々
寺
々
立
て
並
べ
た
る
は
先
例
な
り
。

　

而し
か

る
に
今
度
の
御
葬
送
に
、
延
暦
寺
の
僧
徒

3

乱
れ
し
事
は
、
東
大
寺
の
次
、
興
福
寺
の
上
に
額
を
立
つ
る
間
、
山
階
寺
の
方
よ
り
、
東
門
院
の
衆
徒
、
西
金
堂
の
衆
、

観
音
房
・
勢
至
房
両
三
人
、
三
枚
（
牧
）
甲
を
着
、
左
右
の
韘こ

て

差
し
て
、
黒
革
鬼

を
ど
し

の
鎧
に
大

な
ぎ

鈖な
た

を
用も

つ
て
走
り
出
で
、
延
暦
寺
の
額
を
削き

り
倒
し
て
、「
喜う

れ

し
や
水
、

鳴
る
は
瀧
の
水
」
と
拍は

や

し
て
、
興
福
寺
の
方
へ
走
り
入
り
に
け
り
。
延
暦
寺
の
僧
徒
、
先
例
を
背
き
て
狼
藉
を
致
す
程
な
ら
ば
、
即や

が

て
其
の
座
に
て
手
向
ひ
す
べ
き
に
、
心

に
深
く
思
ふ
事
や
有
り
け
ん
、

4

一
言
も
出
だ
さ
ざ
る
こ
そ
怖

お
そ
ろ

し
け
れ
。
一
天
の
君

5

世▽
一
七
ウ

を
早
く
為せ

さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
情
け
無
き
草
木
ま
で
も

6

憂
へ
た
る
色
有
る
べ
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き
に
、
况

い
は
ん

や
人
倫
（
輪
）
僧
徒
の
法
に
お
い
て
を
や
。
浅あ

さ

猿ま
し

き
事
出
で
来
て
、

7

式
・
作
法
《
散
々
に
て
》、
高
き
も
賎い

や

し
き
も
四
方
に
退
散
し
、
喚を

め

き
叫
ぶ
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
「
供
奉
奉
」
の
誤
り
。
2
「
米
」
の
右
に
朱
で
「
末
」
と
傍
記
。「
末
寺
」
が
良
い
。
3
〈
四
〉「
乱

レ
シ

事
は

」（
二
三
右
）、〈
延
・
長
〉「
事
ヲ
乱
テ
」（〈
延
〉

四
八
オ
）。〈
四
〉
に
倣
っ
た
。
4
〈
四
・
盛
〉「
一
言
一を

も

」（〈
四
〉
二
三
左
）、〈
延
〉「
一
詞

モ

」（
四
八
オ
）、〈
長
・
南
・
屋
〉「
一
言
も
」（〈
長
〉
四
九
頁
）、〈
覚
〉「
ひ
と
詞
も
」

（
三
五
頁
）。〈
延
・
覚
〉
は
、「
ひ
と
こ
と
ば
も
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
5
〈
四
・
盛
〉「
為

サ
セ
下
ヌ
レ
は

世
を

早
ク

」（〈
四
〉
二
三
左
）、〈
延
〉「
世
ヲ
早
ク
セ
サ
セ
給
シ
カ
バ
」

（
四
八
オ
）、〈
長
〉「
世
を
は
や
く
せ
さ
せ
お
は
し
ま
し
し
か
ば
」（
四
九
頁
）。
6
〈
四
〉「
憂

へ
た
る

色
」（
二
三
左
）、〈
延
・
長
〉「
愁
タ
ル
色
」（〈
延
〉
四
八
オ
）。
7
〈
闘
〉

に
は
、「
散
々
に
て
」
の
脱
落
が
あ
ろ
う
（〈
全
注
闘
〉
上
―
一
一
九
頁
）。

【
注
解
】
〇
葬
送
の
夜
、
延
暦
寺
・
興
福
寺
の
衆
徒
等
、
額
打
論
を
為
出
だ
し

… 

二
条
院
の
葬
送
が
行
わ
れ
た
の
は
、
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
八
月
七
日
の

夜
。
そ
の
時
の
狼
藉
が
以
下
に
記
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
事
件
は
突
発
的
に
生
起

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
既
に
延
暦
寺
と
園
城
寺
は
、戒
壇
問
題
や
座
主
問
題
、

さ
ら
に
四
天
王
寺
別
当
問
題
等
で
長
く
対
立
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
応
保
二
年

（
一
一
六
二
）
閏
二
月
の
覚
忠
座
主
任
免
事
件
を
契
機
に
、
興
福
寺
を
も
巻
き
込

ん
だ
延
暦
寺
対
興
福
寺
・
園
城
寺
の
対
立
が
燻
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

が
今
回
「
額
打
論
」「
清
水
寺
炎
上
」
と
な
っ
て
爆
発
し
た
の
で
あ
る
（
青
木
三

郎
三
八
～
四
一
頁
、
美
濃
部
重
克
一
〇
〇
～
一
〇
七
頁
。〈
盛
全
釈
〉
七
―
六
頁

注
解
参
照
）。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』
は
そ
う
し
た
経
緯
を
具
体
的
に
記
す
こ
と

は
な
い
。
た
だ
こ
れ
ま
で
に
も
見
て
き
た
よ
う
に
、「
二
代
后
」
を
、
父
後
白
河

院
に
背
い
た
二
条
天
皇
の
皇
室
内
の
紊
乱
事
件
と
し
て
描
い
た
よ
う
に
、「
額
打

論
」「
清
水
寺
炎
上
」
事
件
も
、
宗
教
界
の
紊
乱
事
件
と
し
て
描
き
、
王
法
仏
法

併
せ
て
、
末
世
の
様
を
描
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
隙
を
縫
う
か
の
よ
う

に
、
平
家
の
悪
行
が
こ
の
後
生
起
す
る
。
　

〇
互
ひ
に
狼
藉
に
及
べ
り
　

初
め
に

延
暦
寺
の
衆
徒
等
が
先
例
に
背
い
て
、
興
福
寺
の
上
に
延
暦
寺
の
額
を
打
っ
た
の

に
対
し
て
、
そ
れ
に
腹
を
立
て
た
興
福
寺
の
堂
衆
等
が
、
延
暦
寺
の
額
を
大
長
刀

で
斬
り
倒
し
た
こ
と
を
指
す
。

　

〇
榔
を
立
て
額
を
打
つ
　

〈
四
〉「
立

て
ヤ
ウ

を

打
額

を

」

（
二
二
左
）、〈
延
〉「
神カ

ウ

ヲ
立
、
額
ヲ
打
」（
四
七
ウ
。「
験
ニ
ハ
神
ヲ
立
」
ま
で
見

せ
消
ち
と
し
、「
本
マ
ヽ
」
と
す
る
。〈
延
〉
で
は
、
他
に
、
四
七
ウ
8
行
目
「
興

福
寺
ノ
神
ヲ
立
テ
」
と
、
同
9
行
目
「
延
暦
寺
ノ
神
ヲ
立
ツ
」
の
傍
線
部
を
、

い
ず
れ
も
擦
り
消
し
と
訂
正
を
加
え
て
「
額
ヲ
打
」
と
す
る
。
ま
た
、
四
八
オ

6
行
目
「
延
暦
寺
ノ
神
ヲ
マ
逆サ

マ

ニ
伐
リ
タ
ヲ
シ
テ
」
の
傍
線
部
を
、
や
は
り
擦

り
消
し
と
訂
正
を
加
え
て
、「
額
ヲ
」
と
す
る
が
、
四
八
オ
1
行
目
に
は
、「
神

ヲ
立
ル
間
」
と
、
訂
正
を
加
え
て
い
な
い
。〈
長
〉
に
は
、「
行
を
立
、
額
を
う
た

れ
し
に
」（
四
八
頁
）
等
と
、「
行
を
立
（
た
）」
の
形
が
、
他
に
二
箇
所
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
当
該
箇
所
は
、「
榔
（
神
・
行
・

）
を
立
て
額
を
打
つ
」
と

い
う
形
が
古
態
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
櫻
井
陽
子
六
四
～
六
六
頁
）。

但
し
、「
榔
・
神
・
行
・

」
は
、
い
ず
れ
も
「
カ
ウ
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。

の
読
み
中
世
古
辞
書
等
に
未
見
。天
文
本『
字
鏡
鈔
』「
榔カ

ウ〈
檳
榔
也
〉」（
二
五
三
）。

そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
未
詳
だ
が
、
あ
る
い
は
額
を
懸
け
る
た
め
の
支
柱

を
言
う
の
か
。〈
盛
全
釈
〉
の
注
解
「
南
都
ニ
ハ
、
一
番
ニ
ハ
東
大
寺
ノ
行
ヲ
立

テ
額
ヲ
打
」（
七
―
六
～
七
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
　

〇
二
番
に
は
大
職
冠
・
淡

海
公
の
氏
寺
　

〈
四
・
延
・
長
・
南
〉
同
、〈
屋
・
覚
・
中
〉「
次
ニ
ハ
淡
海
公
ノ

御
願
ト
テ
」（〈
屋
〉
三
七
頁
）。
興
福
寺
は
、藤
原
氏
の
祖
、藤
原
鎌
足
（
大
織
冠
）

と
そ
の
次
男
不
比
等
（
淡
海
公
）
の
ゆ
か
り
の
寺
。
鎌
足
が
建
て
た
の
は
、
興
福
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寺
の
起
源
と
さ
れ
る
山
階
寺
。
そ
の
後
遷
都
に
よ
り
、
山
階
寺
は
大
和
国
厩
坂
の

地
に
遷
り
、
厩

う
ま
や
さ
か
で
ら

坂
寺
と
号
し
た
。
そ
の
後
、
不
比
等
の
政
権
下
に
お
い
て
行
わ
れ

た
平
城
遷
都
に
お
い
て
、
藤
原
氏
の
氏
寺
で
あ
る
厩
坂
寺
も
平
城
京
に
移
る
が
、

そ
の
時
に
移
築
し
て
で
き
た
の
が
興
福
寺
（
小
西
正
文
六
～
二
〇
頁
）。『
興
福
寺

流
記
』「
和
銅
三
年
〈
歳
次
庚
戌
〉
太
上
天
皇
（
元
明
）、
俯
従
二

人
願
一

。
定
二

都

於
平
城
一

。
於
レ

是
太
政
大
臣
相
二―

承
先
志
一

。
簡
二

春
日
之
勝
地
一

。
立
二

興
福
之
伽

藍
一

也
云
々
」（
大
日
本
仏
教
全
書
興
福
寺
叢
書
第
一
―
六
頁
）。
　

〇
興
福
寺
の

額
を
立
て
て 

〈
四
〉
同
、〈
延
〉「
神
ヲ
立
」
に
擦
り
消
し
と
訂
正
を
加
え
て
「
額

ヲ
打
テ
」（
四
七
ウ
）、〈
長
〉「
行
を
立
て
」（
四
八
頁
）、〈
盛
〉「
行
ヲ
立
テ
額
ヲ

打
」（
九
六
頁
）、〈
南
・
屋
・
覚
・
中
〉「
額
ヲ
打
」（
三
七
頁
）。「
神
（
行
）
ヲ

立
テ
」
と
あ
る
形
が
古
態
と
考
え
ら
れ
る
。〈
盛
〉
に
よ
れ
ば
、「
神
（
行
）
ヲ
立

テ
」
と
は
、
額
が
掛
か
ら
ず
、「
神
（
行
）」
だ
け
の
状
態
と
な
る
が
、
詳
細
は
未

詳
。 

〇
興
福
寺
の
額
に
迎
へ
て
、
北
京
に
は
延
暦
寺
の
額
…
　

〈
四
〉「
迎
二へ

て
は

興
福
寺
一に

」（
二
三
右
）、〈
延
〉「
興
福
寺
ニ
向
テ
」（
四
七
ウ
）
等
と
記
す
、〈
四
・

闘
・
延
・
屋
・
覚
・
中
〉
で
は
、
興
福
寺
の
正
面
に
、
延
暦
寺
の
額
が
打
た
れ
た

と
解
す
る
の
だ
ろ
う
が
、ど
の
よ
う
に
額
が
打
た
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
。
な
お
、

林
原
美
術
館
所
蔵
『
平
家
物
語
絵
巻
』（
中
央
公
論
社
）
で
は
、
道
を
挟
ん
で
参

列
し
た
各
寺
の
僧
達
が
描
か
れ
る
が
、
額
に
は
寺
の
名
は
記
さ
れ
ず
、
興
福
寺
が

延
暦
寺
に
真
向
か
い
に
位
置
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
。
　

〇
東
大
寺
の

次
、
興
福
寺
の
上
に
額
を
立
つ
る
間
　

〈
盛
〉
以
外
の
諸
本
は
、
先
に
「
東
大
寺

は
聖
武
天
王
の
御
願
、
諍
ふ
べ
き
寺
无
け
れ
ば
、
一
番
な
り
。
二
番
に
は
大
職
冠
・

淡
海
公
の
氏
寺
、
興
福
寺
の
額
を
立
て
て
、
南
都
の
末
寺
等
、
次
第
に
立
て
並
べ

た
り
」（〈
闘
〉）
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。
し
か
し
、
延
暦
寺
が
、
東
大
寺
の
次
、

興
福
寺
の
上
に
額
を
立
て
た
と
す
る
。
た
だ
そ
の
場
合
、
延
暦
寺
が
、
興
福
寺
に

対
峙
す
る
上
の
位
置
に
額
を
立
て
よ
う
と
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
東
大
寺
と
興
福

寺
の
間
に
額
を
立
て
よ
う
と
し
た
の
か
が
分
か
り
づ
ら
い
。〈
盛
〉「
東
大
寺
ノ
行

ノ
次
ニ
延
暦
寺
ノ
額
ヲ
打
タ
リ
ケ
レ
バ
」（
1
―
九
六
頁
）
な
ど
は
、
後
者
の
よ

う
に
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、〈
四
・
闘
〉
は
、「
額
を
立
つ
」
と
す
る
が
、

〈
延
〉「
神
ヲ
立
ル
」（
四
八
オ
）、〈
長
〉「
行
を
た
つ
る
」（
四
八
頁
）、〈
盛
〉「
行

ヲ
立
テ
額
ヲ
打
」（
九
六
頁
）、〈
南
・
屋
・
覚
・
中
〉「
額
ヲ
打
」（〈
屋
〉
三
八
頁
）。「
行

（
神
）」
は
「
立
つ
」
と
言
い
、「
額
」
は
「
打
つ
」
と
言
う
の
が
良
い
か
。
な
お
、

章
段
名
を
、〈
四
・
延
〉
は
「
額
立
論
」、〈
闘
・
長
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉

は
「
額
打
論
」。〈
盛
全
釈
〉「
新
院
御
葬
送
ノ
夜
、
延
暦
興
福
両
寺
ノ
大
衆
、
額

打
論
シ
テ
狼
藉
ニ
及
ベ
リ
」
の
注
解
（
七
―
五
～
六
頁
）
参
照
。〈
延
〉
の
章
段

名
は
、〈
延
〉
本
文
成
立
後
に
付
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
　

〇
山
階
寺
の
方
よ
り

　

山
階
寺
は
、
興
福
寺
の
異
称
。
興
福
寺
で
は
な
く
、
あ
え
て
山
階
寺
の
名
を
記

す
理
由
は
不
明
だ
が
、〈
四
・
延
・
南
・
屋
〉
も
同
様
に
記
す
よ
う
に
、
当
該
箇

所
を
「
山
階
寺
」
と
記
す
形
が
古
態
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

〇
東
門
院
の
衆
徒
、

西
金
堂
の
衆
、
観
音
房
・
勢
至
房
両
三
人
　

〈
四
〉
同
、〈
延
〉「
東
門
院
衆
徒
西

金
堂
衆
土
佐
房
昌
春
ト
申
ケ
ル
堂
衆
」（
巻
一
―
四
八
オ
）、〈
長
〉「
清
水
寺
法
師

に
、
く
は
ん
お
ん
房
、
せ
い
し
房
、
こ
ん
が
う
坊
、
り
き
士
坊
と
て
四
人
あ
り
。

…
か
の
く
は
ん
お
ん
ば
う
と
申
は
、
昌
春
と
ぞ
名
の
り
け
る
」（
1
―
四
九
頁
）、

〈
盛
〉「
東
門
院
ノ
観
音
房
、
勢
至
房
ト
云
悪
僧
ア
リ
」（
1
―
九
六
頁
）、〈
南
・
屋
・

覚
・
中
〉「
興
福
寺
の
西
金
堂
衆
、
観
音
房
・
勢
至
房
と
て
聞
え
た
る
大
悪
僧
二

人
あ
り
け
り
」（〈
覚
〉
上
―
三
四
頁
）。
東
門
院
は
興
福
寺
外
の
子
院
、
西
金
堂

は
天
平
五
年
（
七
三
三
）
一
月
に
亡
く
な
っ
た
光
明
皇
后
の
生
母
橘
三
千
代
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。
安
置
仏
は
釈
迦
三
尊
（
小
西
正
文
三
六
～
三
九

頁
）。〈
四
・
闘
・
延
〉
の
場
合
、「
東
門
院
の
衆
徒
」
と
「
西
金
堂
の
衆
」
と
の
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武
装
し
て
い
た
と
す
る（
一
〇
〇
頁
）。
　

〇
延
暦
寺
の
額
を
削
り
倒
し
て
　

「
額
」

を
切
っ
た
と
す
る
点
、〈
四
・
長
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
。〈
延
〉は
、「
神
」

を
擦
り
消
し
、そ
の
上
に
「
額
」
を
書
く
か
。
と
す
れ
ば
、興
福
寺
の
衆
徒
達
は
、

延
暦
寺
の
扁
額
を
切
っ
た
の
で
は
な
く
、
額
を
懸
け
る
た
め
の
支
柱
を
切
っ
た
と

解
す
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
林
原
美
術
館
所
蔵
『
平
家
物
語
絵
巻
』（
中
央
公
論

社
）で
は
、衆
徒
達
は
、額
で
は
な
く
そ
れ
を
支
え
る
支
柱
を
切
っ
て
い
る
。〈
覚
〉

「
延
暦
寺
の
額
を
き
ッ
て
落
し
、
散
々
に
う
ち
わ
り
」（
上
―
三
四
頁
）。
延
宝
五

年
本
の
『
新
版
絵
入
平
家
物
語
』
の
「
額
う
ち
ろ
ん
の
事
」
に
描
か
れ
る
絵
で
は
、

〈
覚
〉
に
一
致
す
る
本
文
を
掲
げ
、
衆
徒
達
が
切
り
倒
し
た
額
を
足
で
踏
み
割
る

様
が
描
か
れ
る
（
信
太
周
五
五
頁
）。
天
文
本
『
字
鏡
鈔
』「
削 

キ
ル
、ケ
ツ
ル
」

（
九
五
四
）。
な
お
、
次
々
項
に
引
く
当
日
の
記
録
『
顕
広
王
記
』
に
は
、「
打
二

破

山
額
一

了
」
と
あ
る
。 

〇
喜
し
や
水
、
鳴
る
は
瀧
の
水
　

合
戦
の
場
に
お
い
て

し
ば
し
ば
乱
舞
が
行
わ
れ
（
石
黒
吉
次
郎
四
五
頁
）、
そ
の
時
に
こ
の
歌
が
歌
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
、『
明
月
記
』
の
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
九
月
二
十
三
日
条

等
に
よ
り
知
ら
れ
る
（
沖
本
幸
子
二
三
七
～
二
三
八
頁
）。〈
盛
全
釈
〉
の
「
ウ
レ

シ
ヤ
水
、
鳴
滝
水
」
の
注
解
（
七
―
一
一
頁
）
参
照
。
　

〇
心
に
深
く
思
ふ
事
や

有
り
け
ん
　

延
暦
寺
が
こ
れ
ま
で
の
先
例
に
背
い
て
狼
藉
を
し
た
の
な
ら
ば
、
観

音
房
や
勢
至
房
の
侮
辱
に
対
し
て
、
延
暦
寺
の
側
は
、
そ
の
場
で
な
ぜ
仕
返
し
の

挙
に
出
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
。「
心
に
深
く
思
ふ
事
」
と
は
、こ
の
後
の
「
清

水
寺
炎
上
」
を
指
す
の
だ
が
、
両
寺
の
間
に
は
、
長
い
遺
恨
の
争
い
が
あ
り
、
そ

の
場
の
仕
返
し
で
は
収
ま
り
き
ら
な
い
確
執
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
美
濃
部
重

克
は
読
む
（
九
九
～
一
〇
〇
頁
）。
な
お
、『
顕
広
王
記
』
の
八
月
七
日
条
に
、「
午

二
点
清
水
寺
為
二

山
大
衆
一

焼
亡
了
。
是
一
昨
日
御
葬
送
之
間
、
奈
良
額
、
山
大
衆

切
失
了
。
而
奈
良
僧
等
引
率
逃
了
。
而
山
大
衆
乗
レ

勝
之
刻
、
奈
良
大
衆
赴
立
作
レ

関
係
が
分
か
り
づ
ら
い
。〈
延
〉の「
東
門
院
衆
徒
西
金
堂
衆
」を
、「
土
佐
房
昌
春
」

の
こ
と
と
読
め
ば
、〈
四
・
闘
〉
の
「
両
三
人
」
と
は
、「
東
門
院
の
衆
徒
、
西
金

堂
の
衆
」
で
あ
る
土
佐
房
昌
春
（〈
四
・
闘
〉
の
場
合
、「
土
佐
房
昌
春
」
が
脱
落

し
て
い
る
と
読
む
こ
と
に
な
る
）
や
、
観
音
房
・
勢
至
房
等
の
合
わ
せ
て
二
三
人

と
な
る
が
、
そ
う
し
た
解
釈
が
成
り
立
つ
か
は
微
妙
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、〈
南
・

屋
・
覚
・
中
〉
の
場
合
、
観
音
や
勢
至
は
阿
弥
陀
如
来
の
脇
侍
で
あ
り
、
釈
迦
三

尊
を
本
尊
と
す
る
西
金
堂
の
衆
の
名
前
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。〈
盛
全
釈
〉
の
注
解
「
東
門
院
ノ
観
音
房
、
勢
至
房
ト
云
悪
僧
ア
リ
」（
七
―

八
～
九
頁
）
参
照
。
　

〇
三
枚
甲
を
着
、
左
右
の

差
し
て
、
黒
革
鬼
の
鎧
に
大

を
用
つ
て
走
り
出
で
　

〈
四
〉
同
、〈
延
・
長
〉「
三
牧
甲
ニ
左
右
ノ
小
手
差

テ
、
黒
革
威
ノ
大
荒
目
ノ
鎧
、
草
摺
長
ナ
ル
、
一
色
ザ
ヾ
メ
カ
シ
テ
、
茅
ノ
葉
ノ

如
ナ
ル
大
長
刀
ヲ
以
テ
、
或
ハ
凍
リ
ノ
如
ナ
ル
太
刀
ヲ
ヌ
キ
テ
走
出
テ
」（〈
延
〉

四
八
オ
）。〈
盛
〉
は
傍
線
部
を
欠
く
が
、
異
本
の
蓬
左
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本

は
傍
線
部
あ
り
。〈
名
義
抄
〉「
韘
　

ユ
カ
ケ
」（
僧
中
八
一
）、「
韝 

コ
テ
」（
僧

中
八
一
）。『
古
今
著
聞
集
』「
よ
に
尋
常
な
る
男
の
、
と
し
廿
四
五
に
も
や
あ
る

ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
る
あ
り
。「
ど
う
腹
巻
に
、
左
右
こ
て
さ
し
て
、
長
刀
を
も
ち
た

り
け
り
」（
旧
大
系
三
四
四
頁
）。
籠
手
は
、
腕
の
防
御
具
。
な
お
、
近
藤
好
和
に

よ
れ
ば
、遺
品
の
傾
向
か
ら
す
る
と
、長
刀
の
刃
長
は
、一
尺
数
寸
が
普
通
で
あ
り
、

二
尺
を
越
え
る
と
大
き
く
な
り
、
二
尺
五
寸
以
上
は
大
長
刀
の
部
類
に
入
る
と
い

う
（
九
五
頁
）。〈
延
〉「（
弁
慶
は
）
一
尺
三
寸
ノ
大
刀
指
ホ
コ
ラ
カ
シ
テ
、
三
尺

計
ナ
ル
大
長
刀
モ
タ
セ
テ
マ
カ
リ
ケ
リ
」（
巻
十
二
―
一
五
ウ
）。
美
濃
部
重
克
は
、

天
皇
の
葬
儀
の
場
で
あ
り
な
が
ら
僧
達
が
こ
の
よ
う
に
武
装
し
て
参
列
し
暴
力
沙

汰
を
起
こ
し
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
。
彼
ら
が
武
装
し
て
い
た
の
は
、
ど
ち
ら

も
突
発
事
故
の
起
こ
る
こ
と
を
十
分
に
予
測
し
て
い
た
か
ら
で
、
そ
れ
に
備
え
て
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時
。
山
大
衆
退
間
、
打
二―

破
山
額
一

了
。
大
衆
等
又
被
二

刃
傷
一

了
。
其
会
稽
云
々
」

と
あ
る
。
奈
良
の
大
衆
の
反
撃
に
遭
っ
た
叡
山
の
大
衆
は
「
退
」
き
、「
刃
傷
」

さ
れ
た
と
し
、
深
謀
遠
慮
に
よ
る
逃
走
と
は
読
み
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
　

〇
一

天
の
君
世
を
早
く
為
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
情
け
無
き
草
木
ま
で
も
憂
へ
た
る
色

有
る
べ
き
に
… 
一
天
の
君
の
葬
儀
の
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
狼
藉
が
出
来
し
た
仏
法
界
の
乱
れ
を
憂
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
矛
先
は
混

乱
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
叡
山
に
鋭
く
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
巻

三
「
山
門
ニ
騒
動
出
来
事
」
に
、「
山
門
ニ
事
出
ヌ
レ
バ
、
世
モ
必
乱
ト
云
リ
」

（〈
延
〉
一
七
オ
～
一
七
ウ
。
他
に
〈
四
・
長
・
盛
〉
に
も
見
ら
れ
る
）
と
あ
る
よ

う
に
、
今
回
の
狼
藉
は
、
こ
の
後
の
世
の
乱
れ
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　

〇
況
や
人
倫
僧
徒
の
法
に
お
い
て
を
や
　

〈
四
・
盛
〉
同
、〈
長
〉「
い
は
ん
や
人

倫
、
僧
徒
の
法
に
、
そ
の
な
げ
き
浅
か
ら
ず
こ
そ
侍
ニ
」（
1
―
四
九
頁
）。
ま
し

て
や
人
と
し
て
、
僧
徒
の
法
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
暴
挙
は
許
さ
れ
よ
う
は
ず

が
な
い
の
意
。 

〇
式
・
作
法
《
散
々
に
て
》

　

 

校
異
・
訓
読
7
参
照
。〈
四
〉

「
式
作
法
散
々

に
て

」（
二
四
右
）、〈
延
〉「
或
散
々
ト
シ
テ
」（
四
八
ウ
）、〈
長
〉「
あ

る
ひ
は
散
々
と
し
て
」（
1
―
四
九
頁
）、〈
盛
〉「
式
作
法
散
々
ト
有
ケ
レ
バ
」（
1

―
九
八
頁
）。〈
延
・
長
〉
の
「
或
」
は
、「
式
」
の
誤
り
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
式
・
作
法
」
は
、「
式
の
作
法
」
と
も
解
し
う
る
。〈
盛
全
釈
〉
の
「
式

作
法
散
々
ト
有
ケ
レ
バ
」
の
注
解
（
七
―
一
二
頁
）
参
照
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
青
木
三
郎
「
平
家
物
語
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
」（
国
語
と
国
文
学
、
一
九
七
三
・
6
）

＊
石
黒
吉
次
郎
「
乱
舞
考
」（
専
修
国
文
六
八
、
二
〇
〇
一
・
1
。『
中
世
の
演
劇
と
文
芸
』
新
典
社
二
〇
〇
七
・
4
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

沖
本
幸
子
「
歌
か
ら
舞
へ
―
五
節
の
乱
舞
を
中
心
に
」（
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
二
、
二
〇
〇
三
・
6
。『
今
様
の
時
代
―
変
容
す
る
宮
廷
芸
能
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
六
・
2
）

＊
小
西
正
文
『
興
福
寺
』（
日
本
の
古
寺
美
術
5
。
保
育
社
一
九
八
七
・
4
）

＊
近
藤
好
和
「
長
刀
源
流
試
考
」（
古
代
文
化
四
七
―
三
、一
九
九
五
・
3
。『
中
世
的
武
具
の
成
立
と
武
士
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
〇
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
櫻
井
陽
子
「
平
家
物
語
の
書
写
活
動
―
延
慶
書
写
本
と
応
永
書
写
本
と
の
間
―
」（
湘
南
文
学
一
六
、二
〇
〇
三
・
1
）

＊
信
太
周
『
新
版
絵
入
平
家
物
語
（
延
宝
五
年
本
）
巻
一
』（
和
泉
書
院
一
九
八
二
・
10
）

＊ 

美
濃
部
重
克
「〈
開
か
れ
た
文
学
〉〈
換
喩
的
文
学
〉
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
―
「
額
打
論
」
を
中
心
に
―
」（
国
文
論
叢
三
四
、二
〇
〇
四
・
3
。『
観
想
　

平
家
物
語
』

三
弥
井
書
店
二
〇
一
二
・
8
に
大
幅
に
改
変
し
て
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

【
原
文
】

同
九
―

日
子
―

時
山
―

門
ノ

大
衆
下
―

洛
之
由
聞

（
ハ
）

武
―

士
検
―

非
違
―

使
雖
馳
―（

二
）

向
西
―

坂
―

本
一ニ

大
―

衆
推
―

破
テ

欲
乱
―

入
セ
ン
ト

（
一
）

貴
―

賎
上
―

下
騒
―

訇
コ
ト

不
斜
（
一
）

内
蔵
頭
教
―

盛
朝
臣
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布
―

衣
ニ
テ

候
ケ
リ

左
衛
門
陣
一ニ

何
者

ノ

云
出

タ
ル

耶
上
―

皇
仰
二

山
―

門
大
―

衆
一

可
追
二

討
清
―

盛
一

之
由
有
二

風
―

聞
一

平
―

家
ノ

一
門
馳
―二

集
六
波
羅
一

慞
―

合
ヘ
リ

右
衛
門
督
重
―

盛
計
何
―

故
ニ
ヤ

只
―

今
可
有
二

左
様
事
一ハ

被
レケ

ル

静
上
―

皇
聞
食
此
（
一
）

被
ケ
レ
ハ

驚
覚
―

食
一

者
俄

ニ

有
二

六
波
羅
御
―

幸
一

中
納
言
大

ニ

被
恐
―

騒
（
一
）

山
門

ノ

大
衆
推
―

寄
清
―

水
―

寺
一ニ

不
レ

残
二

仏
閣
僧
坊
一

宇
一モ

焼
―

払
此

ハ

去
ル

七
日
額
打
論

ノ

故
也
清
―

水
―

寺
者
為
二

興
福
寺
末
―

寺
一

故
ニ

焼
―

払
之
聞

シ

然
ニ

清
―

水
―

寺
炎
―

上
之
朝
〔（

1

観
音
）〕
火
―

坑
変
―

成
池
如
―

何
ニ
ト

云
書
札
立

2

次

日▽
一
八
オ

ノ

云
歴
―

劫
不
思
議
是

ナ
リ

（
一
）

立
返
―

札
（
一
）

何
無
安
―

度
一

者
所
―

為
3

可
哽

ヲ
カ
シ

（
一
）

。

【
釈
文
】

　

同
じ
き
九
日
の
子ね

の
時
に
、
山
門
の
大
衆
下
洛
の
由
聞
こ
え
け
れ
ば
、
武
士
・
検
非
違
使
、
西
坂
本
に
馳
せ
向
か
ふ
と
雖
も
、
大
衆
推お

し
破
り
て
乱
入
せ
ん
と
欲す

。
貴
賎

上
下
騒
き
訇

の
の
し

る
こ
と
斜

な
の
め

な
ら
ず
。
内く

ら
の
か
み

蔵
頭
教
盛
朝
臣
、
布ほ

う

衣い

に
て
左
衛
門
の
陣
に
候
ひ
け
り
。
何い

か

な
る
者
の
云
ひ
出
だ
し
た
る
に
や
、「
上
皇
、
山
門
の
大
衆
に
仰
せ
て
、

清
盛
を
追
討
す
べ
き
」
由
、
風
聞
有
り
し
か
ば
、
平
家
の
一
門
六
波
羅
へ
馳
せ
集
ま
り
、
慞あ

は

て
合
へ
り
。
右
衛
門
督
重
盛
ば
か
り
は
、「
何
故
に
や
、
只
今
左
様
の
事
は
有

る
べ
き
」
と
て
、
静
め
ら
れ
け
り
（
る
）。
上
皇
此
れ
を
聞
こ
し
食
し
、
驚
き
覚お

ぼ

し
食
さ
れ
け
れ
ば
、
俄
に
六
波
羅
御
幸
有
り
。
中
納
言
大
き
に
恐
れ
騒
が
れ
け
り
。

　

山
門
の
大
衆
、
清
水
寺
に
推
し
寄
せ
て
、
仏
閣
僧
坊
一
宇
も
残
さ
ず
焼
き
払
ふ
。
此
れ
は
去
ん
ぬ
る
七
日
の
額
打
論
の
故
な
り
。
清
水
寺
は
興
福
寺
の
末ま

つ

寺じ

た
る
故
に
、

之
を
焼
き
払
ふ
と
ぞ
聞
こ
え
し
。
然し

か

る
に
、清
水
寺
炎
上
の
朝
、「

1

観
音
火

く
わ
き
や
う
へ
ん
じ
や
う
ち

坑
変
成
池
は
如い

か
ニ何

」と
云
ふ
札
を
書
き
て
立
て
た
り
け
れ
ば
、2

次
の
日▽

一
八
オ

「
歴

り
ゃ
く

劫ご
ふ

不
思
議
是
な
り
」

と
云
ふ
返
札
を
ぞ
立
て
た
り
け
る
。
何い

か

な
る
安あ

度ど

無な

し
者
の
所し

わ

ざ為
な
る
ら
ん
と

3

哽ヲ
カ

し
か
り
け
り
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
「
観
音
」
朱
に
よ
る
補
入
。
2
〈
底
〉「
次
日

ノ

」。「
ノ
」
は
、「
次
」
に
付
さ
れ
た
も
の
か
。
3
〈
底
〉「
可
哽

ヲ
カ
シ

（
一
）

」。

【
注
解
】
〇
同
じ
き
九
日
の
子
の
時
に
　

清
水
寺
の
焼
打
は
、『
顕
広
王
記
』
等
に

よ
り
、永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
八
月
九
日
の
午
二
点
の
頃
。〈
四
・
延
・
長
〉「
九

日
の

午
の

剋コ
ク

に

」（〈
四
〉
二
四
右
）、〈
盛
〉「
同
八
月
九
日
」（
1
―
九
八
頁
）、〈
南
・

屋
・
覚
〉「
同
廿
九
日
の
午
剋
ば
か
り
」（〈
覚
〉
三
五
頁
）、〈
中
〉「
同
じ
き
廿
九
日
」

（
三
五
頁
）。「
子
の
時
」
で
は
、深
夜
の
焼
打
と
な
る
。「
子
の
時
」
は
、「
午
の
時
」

の
誤
り
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
後
の
「
清
水
寺
炎
上
の
朝
、「
観
音
火
坑
変
成

池
は
如
何
」
と
云
ふ
札
を
書
き
て
立
て
た
り
け
れ
ば
」
の
注
解
参
照
。
　

〇
武

士
・
検
非
違
使
、
西
坂
本
に
馳
せ
向
か
ふ
と
雖
も
、
大
衆
推
し
破
り
て
乱
入
せ
ん

と
欲 

「
乱
入
せ
ん
と
欲す

」
と
読
め
ば
、
大
衆
は
乱
入
し
よ
う
と
し
た
の
意
と
な

る
。
に
対
し
て
、〈
四
〉「
押
破

て

乱
入

ル

」（
二
四
右
）、〈
延
〉「
押
破
テ
乱
入
ヌ
」（
五
〇

オ
）、〈
長
〉「
を
し
や
ぶ
り
て
ら
ん
入
す
」（
五
一
頁
）、そ
の
他
〈
南
・
屋
・
覚
・
中
〉

は
、
い
ず
れ
も
大
衆
等
は
、
押
し
破
っ
て
乱
入
し
た
の
意
と
な
る
。
実
際
に
、
山

門
の
大
衆
と
遣
わ
さ
れ
た
武
士
や
検
非
違
使
等
と
の
間
に
戦
闘
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
時
の
様
子
を
記
す
記
録
が
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
だ
が
、〈
盛
〉
に
よ
れ
ば
、

兵
庫
頭
頼
政
・
大
夫
尉
信
兼
・
左
衛
門
尉
重
貞
・
同
尉
為
経
・
康
綱
等
が
切
堤
へ

遣
わ
さ
れ
守
護
し
た
と
す
る
。
ま
た
内
蔵
頭
教
盛
・
若
狭
守
経
盛
・
大
夫
尉
貞
能

は
皇
居
を
守
護
し
た
と
す
る
。
切
堤
に
遣
わ
さ
れ
た
検
非
違
使
季
光
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
衆
徒
数
百
人
が
山
路
よ
り
菩
提
樹
院
を
通
っ
て
霊
山
に
集
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
山
路
で
は
防
ぎ
よ
う
が
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
結
局
、

山
門
の
大
衆
の
入
洛
を
阻
止
す
る
た
め
武
士
や
検
非
違
使
等
は
切
堤
に
派
遣
さ
れ

た
の
だ
が
、
大
衆
ら
の
目
的
は
清
水
寺
の
焼
討
で
あ
っ
た
た
め
、
大
衆
等
は
西
坂

本
か
ら
一
乗
寺
下
松
を
通
り
菩
提
樹
院
の
コ
ー
ス
を
取
っ
た
。
そ
の
た
め
、
切
堤
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に
い
た
頼
政
等
と
大
衆
等
は
ほ
と
ん
ど
戦
う
こ
と
な
く
、
大
衆
等
は
清
水
寺
方
面

に
な
だ
れ
込
ん
だ
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
清
水
寺
焼
打
前
に
、
武
士
ら
と
大
衆
等

と
の
間
に
大
き
な
戦
闘
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
記
録
に
留
め
ら
れ
よ
う
し
、〈
盛
〉

に
記
さ
れ
る
頼
政
を
初
め
と
す
る
武
士
達
の
官
職
も
永
万
元
年
当
時
の
官
職
で
特

に
問
題
は
な
く
、〈
盛
〉
の
記
事
を
一
概
に
創
作
と
し
て
一
蹴
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
に
考
え
る
。
　

〇
内
蔵
頭
教
盛
朝
臣
、
布
衣
に
て
左
衛
門
の
陣
に
候
ひ

け
り
　

〈
四
・
延
・
長
〉
同
、〈
南
・
屋
・
覚
〉
不
記
。〈
中
〉「
平
家
の
ぐ
ん
び
や

う
共
だ
い
り
に
は
せ
さ
ん
じ
て
、
さ
ゑ
も
ん
の
ぢ
ん
を
け
い
ご
す
」（
上
―
三
五

～
三
六
頁
）。〈
盛
〉
は
、
内
蔵
頭
教
盛
、
若
狭
守
経
盛
、
大
夫
尉
貞
能
等
が
、
こ

の
時
皇
居
の
四
面
を
守
護
し
た
と
い
う
。
但
し
、こ
の
時
の
皇
居
は
、高
倉
殿
（
土

御
門
南
東
洞
院
東
。
関
白
藤
原
基
実
邸
）
で
あ
る
（
詫
間
直
樹
一
六
一
頁
）。
高

倉
殿
に
は
、
東
西
に
各
二
箇
所
、
北
に
一
箇
所
の
門
が
あ
っ
た
。
教
盛
は
、〈
闘
〉

で
は
左
衛
門
の
陣
（
東
門
）
を
守
護
し
た
と
す
る
が
、〈
四
・
延
・
長
〉
で
は
右

衛
門
の
陣
（
西
門
）
を
守
護
し
て
い
る
。
な
お
、
教
盛
は
、
重
盛
と
同
様
に
成
親

と
縁
戚
関
係
を
結
び
、
後
白
河
院
に
近
侍
し
て
い
た
。
　

〇
「
上
皇
、
山
門
の
大

衆
に
仰
せ
て
、
清
盛
を
追
討
す
べ
き
」
由
、
風
聞
有
り
し
か
ば
　

後
白
河
上
皇
が

山
門
の
大
衆
に
命
じ
て
、
清
盛
を
討
と
う
と
し
て
い
る
と
の
噂
が
本
当
に
あ
っ
た

の
か
は
不
明
だ
が
、『
顕
広
王
記
』
八
月
九
日
条
の
裏
書
記
事
に
よ
れ
ば
、
当
日

後
白
河
院
が
六
波
羅
に
御
幸
し
た
こ
と
は
確
か
だ
っ
た
。

・ 

大
衆
放
レ

火
之
後
、
院
御
―二

幸
六
波
羅
一

云
々
。
人
不
レ

知
二

其
故
一

事
歟
。
暫
之
後

還
御
。
右
兵
衛
督
御
乗
車
扈
従
、奉
レ

送
之
儀
歟
、不
レ

参
。（
傍
線
部
ミ
セ
ケ
チ
）

「
人
不
レ

知
二

其
故
一

事
歟
」
と
あ
る
よ
う
に
、
後
白
河
上
皇
の
六
波
羅
御
幸
の
理
由

は
、
顕
広
王
ば
か
り
か
、
当
時
の
人
々
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
故

に
色
々
な
噂
が
飛
び
交
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
中
に
、

清
水
寺
と
六
波
羅
と
は
至
近
の
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
叡
山
大
衆
の
目
的
は
後

白
河
院
の
意
を
体
し
た
平
家
追
討
に
あ
る
と
の
噂
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
暫
く
し
て
院
は
還
御
し
た
が
、
ミ
セ
ケ
チ
部
に
よ
れ
ば
、
右
兵
衛

督
重
盛
が
乗
車
し
て
扈
従
し
た
の
は
、
お
送
り
申
し
上
げ
る
た
め
の
儀
か
と
す

る
。
し
か
し
、
ミ
セ
ケ
チ
と
す
る
の
は
、
そ
の
情
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
重
盛
は
参
ら
な
か
っ
た
と
す
る
の
だ
ろ
う
（
早
川
厚
一
、

九
～
一
〇
頁
。
高
橋
昌
明
五
九
～
六
〇
頁
）。
以
上
か
ら
も
、
六
波
羅
御
幸
の
理

由
は
不
明
な
が
ら
も
、『
平
家
物
語
』
の
「
清
水
寺
炎
上
」
記
事
が
、
清
水
寺
焼

討
の
際
、
後
白
河
院
が
六
波
羅
御
幸
し
た
確
か
な
情
報
と
、
還
御
の
際
重
盛
が
扈

従
し
て
見
送
っ
た
と
の
噂
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う

（
早
川
厚
一
、一
〇
頁
）。
　

〇
平
家
の
一
門
六
波
羅
へ
馳
せ
集
ま
り
。

て
合
へ

り 

〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
中
〉
で
は
、
先
に
西
坂
本
に
向
か
っ
た
武
士
や
検
非

違
使
等
を
山
門
の
大
衆
が
押
し
破
っ
た
と
す
る
記
事
に
続
け
て
、
教
盛
（〈
中
〉

で
は
、「
平
家
の
ぐ
ん
び
や
う
共
」）が
内
裏
の
衛
門
陣
に
祗
候
し
て
い
た
と
す
る
。

大
衆
の
入
洛
に
備
え
て
、
内
裏
を
守
護
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
記

事
に
続
け
て
、
後
白
河
上
皇
が
清
盛
追
討
を
大
衆
に
命
じ
た
と
の
噂
が
流
れ
た
た

め
、
平
家
の
者
達
が
六
波
羅
へ
馳
せ
集
ま
っ
た
と
す
る
。
内
裏
を
守
護
し
て
い
た

平
家
の
一
門
も
総
て
六
波
羅
に
集
ま
っ
た
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。〈
盛
〉
で
は
、

内
裏
を
教
盛
や
経
盛
、
貞
能
等
が
守
護
し
て
い
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
大
衆
等
数

百
人
は
菩
提
樹
院
を
通
っ
て
霊
山
に
集
ま
っ
て
い
る
と
の
検
非
違
使
季
光
の
報
告

が
入
っ
た
。
霊
山
は
清
水
寺
に
至
近
の
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、六
波
羅
に
も
近
か
っ

た
。そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、大
衆
等
が
清
盛
を
追
討
の
た
め
六
波
羅
へ
向
か
っ

て
い
る
と
の
噂
が
生
じ
た
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。〈
盛
全
釈
〉「
霊
山
ニ
群
集
ス
」

の
注
解
（
七
―
二
〇
頁
）
参
照
。
そ
の
噂
を
聞
い
て
、
重
盛
や
頼
盛
、
宗
盛
等
、
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一
族
の
人
々
が
六
波
羅
に
集
ま
っ
た
と
す
る
。
一
方
、〈
南
・
屋
・
覚
〉
で
は
、

山
門
の
大
衆
等
が
西
坂
本
の
防
衛
線
を
突
破
し
た
と
の
記
事
に
続
い
て
、
後
白
河

上
皇
が
山
門
の
大
衆
に
命
じ
て
平
家
を
追
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
噂
が
流
れ

た
た
め
、「
軍
兵
内
裏
に
参
じ
て
、
四
方
の
陣
頭
を
警
固
す
。
平
氏
の
一
類
、
皆

六
波
羅
へ
馳
集
る
」（〈
覚
〉
上
―
三
五
頁
）
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
軍
兵
は
内

裏
へ
、
平
家
の
者
達
は
六
波
羅
へ
と
す
る
点
は
、〈
南
・
屋
〉
も
同
様
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
書
き
分
け
は
、〈
四
・
闘
・
延
・
長
〉
の
形
を
改
変
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。〈
名
義
抄
〉「
慞
　

オ
ソ
ル
、
ア
ハ
レ
、
ア
ハ
ツ
」（
法
中
七
六
）。
　

〇

右
衛
門
督
重
盛
　

〈
屋
〉「
参サ

ン

議
右
衛
門
督
」（
三
九
頁
）、〈
四
・
延
・
盛
〉「
右
兵

衛
督
」、〈
長
・
中
〉「
左
衛
門
の
か
み
」（〈
長
〉
1
―
五
一
頁
）、〈
南
〉「
中
納
言

右
大
将
」（
上
―
六
三
頁
）。重
盛
の
永
万
元
年
八
月
当
時
の
官
職
は
、正
三
位
参
議
、

右
兵
衛
督
。
右
兵
衛
督
任
官
は
、応
保
二
年（
一
一
六
二
）十
月
二
十
八
日（〈
補
任
〉

1
―
四
五
四
～
四
五
五
頁
）。
　

〇
「
何
故
に
や
、只
今
左
様
の
事
は
有
る
べ
き
」

と
て
、
静
め
ら
れ
け
り
　

こ
の
重
盛
の
言
葉
は
、
こ
の
後
に
見
る
後
白
河
法
皇
還

御
の
折
の
法
皇
の
言
葉
「
サ
ル
ニ
テ
モ
不
思
議
ノ
事
云
出
ツ
ル
者
哉
。
何
ナ
ル
者

ノ
云
出
ツ
ラ
ム
」（〈
延
〉
五
二
オ
）
に
見
る
よ
う
に
、
決
し
て
根
拠
の
な
い
反
論

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
法
皇
の
言
葉
は
、「
ウ
ト
カ
ラ
ヌ
近
習
者
共
、
御
前
ニ
候

ケ
ル
中
」（
同
前
）
で
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、

二
条
院
の
崩
御
を
機
に
、
後
白
河
院
と
清
盛
は
、
今
ま
で
の
絆
を
一
層
強
め
よ
う

と
し
て
い
る
段
階
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
が
あ
る
が
（
日
下
力
三
〇
九
頁
）、
近

時
の
歴
史
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
二
条
院
の
死
で
に
わ
か
に
後
白
河
院
政
が
開
始

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
六
条
天
皇
は
後
白
河
に
と
っ
て
孫
で
は
あ
る
が
、

二
条
天
皇
を
擁
護
し
て
き
た
摂
政
藤
原
基
実
、
八
条
院
、
徳
大
寺
家
等
の
勢
力
に

囲
繞
さ
れ
た
天
皇
で
あ
っ
た
。
ま
た
基
実
と
結
ぶ
清
盛
も
、
や
は
り
六
条
天
皇
を

支
援
し
、
後
白
河
院
に
対
し
て
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
と
す
る
。
故
に
後
白

河
院
に
、
こ
う
し
た
清
盛
に
対
す
る
い
ら
立
ち
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
と
す

る
（
元
木
泰
雄
八
七
～
八
八
頁
）。
高
橋
昌
明
も
ま
た
、
二
条
院
の
死
後
は
し
ば

ら
く
清
盛
と
婿
の
基
実
が
乳
児
の
六
条
天
皇
政
権
を
支
え
て
い
た
と
し
、
後
白
河

が
、
軍
事
力
に
よ
っ
て
自
ら
を
押
さ
え
こ
ん
だ
清
盛
を
、
内
心
快
く
思
っ
て
い
た

は
ず
は
な
い
と
す
る
。
故
に
、「
平
家
追
討
の
噂
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
く
の

流
言
蜚
語
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
」（
五
九
頁
）
と
す
る
。
噂
の
よ
う
な
こ
と
が

実
際
に
は
な
か
つ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
噂
が
飛
び
交
っ
た

可
能
性
は
あ
ろ
う
。
注
解
「「
上
皇
、
山
門
の
大
衆
に
仰
せ
て
、
清
盛
を
追
討
す

べ
き
」
由
、
風
聞
有
り
し
か
ば
」
の
項
参
照
。
な
お
、
元
木
泰
雄
は
、
こ
の
話
は
、

「
延
暦
寺
強
訴
の
問
題
が
後
白
河
と
清
盛
の
対
立
を
生
じ
た
こ
と
を
遡
及
さ
せ
た

『
平
家
物
語
』
の
創
作
か
も
し
れ
な
い
」（
八
八
頁
）
と
す
る
。 

〇
上
皇
此
れ

を
聞
こ
し
食
し
、
驚
き
覚
し
食
さ
れ
け
れ
ば
、
俄
に
六
波
羅
御
幸
有
り 

注
解

「「
上
皇
、
山
門
の
大
衆
に
仰
せ
て
、
清
盛
を
追
討
す
べ
き
」
由
、
風
聞
有
り
し
か

ば
」
の
項
に
引
用
し
た
『
顕
広
王
記
』
八
月
九
日
条
に
見
る
よ
う
に
、
後
白
河
上

皇
の
六
波
羅
御
幸
は
事
実
で
あ
っ
た
。
但
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
人
不
レ

知
二

其
故
一

事
歟
」
と
す
る
よ
う
に
、
顕
広
王
に
も
当
時
の
人
々
に
も
不
明
で
あ
っ

た
。
そ
れ
程
意
外
な
御
幸
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
の
場
合
、〈
盛
〉

が
「
上
皇
ハ
又
閭
巷
ノ
説
ヲ
為
被
謝
仰
、
六
波
羅
ヘ
御
幸
ア
リ
」（
1
―
一
〇
八

頁
）
と
す
る
よ
う
に
、
洛
中
に
流
れ
た
平
家
追
討
の
噂
を
打
ち
消
す
た
め
に
、
上

皇
自
ら
六
波
羅
に
御
幸
し
た
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　

〇
中
納
言
大
き
に
恐
れ
騒

が
れ
け
り 
〈
四
・
延
・
長
・
覚
・
中
〉
同
、〈
盛
・
南
・
屋
〉
欠
く
。〈
盛
〉
は
、

「
平
中
納
言
清
盛
ハ
、
用
心
ノ
為
ニ
ヤ
、
所
労
ト
称
ジ
テ
見
参
ニ
入
ラ
ザ
リ
ケ
レ

バ
、
空
ク
還
御
有
ケ
リ
」（
1
―
一
〇
九
頁
）
と
記
す
。
中
納
言
は
清
盛
、〈
覚
〉
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は
大
納
言
と
す
る
が
、
清
盛
は
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
八
月
九
日
当
時
、
権
中

納
言
。
同
年
八
月
十
七
日
に
任
権
大
納
言
。
清
盛
が
、「
恐
れ
騒
」
い
だ
理
由
と

し
て
、
①
上
皇
の
御
幸
に
よ
り
、
都
に
流
れ
た
噂
は
や
は
り
そ
う
だ
と
清
盛
が
確

信
し
た
た
め
恐
れ
騒
い
だ
と
も
、
②
後
白
河
上
皇
自
身
の
六
波
羅
御
幸
に
清
盛
が

畏
ま
り
騒
い
だ
と
も
両
様
に
取
れ
よ
う
。「
恐
れ
騒
が
れ
」
に
該
当
す
る
部
分
、

〈
四
〉「
被

け
り

恐
レ

驚
カ

」（
二
四
左
）、〈
延
〉「
畏
リ
驚
カ
レ
ケ
リ
」（
五
〇
オ
）、〈
長
〉

「
畏
て
お
ど
ろ
か
れ
け
り
」（
1
―
五
一
～
五
二
頁
）、〈
覚
〉「
恐
れ
さ
は
が
れ
け

り
」（
上
―
三
五
頁
）、〈
中
〉「
さ
は
が
れ
け
り
」（
上
―
三
六
頁
）。「
畏
リ
」
と

す
る
〈
延
〉、
さ
ら
に
「
御
か
う
の
う
へ
は
、
中
納
言
も
大
に
畏
て
お
ど
ろ
か
れ

け
り
」
と
す
る
〈
長
〉
は
、
②
と
解
し
て
良
か
ろ
う
。
　

〇
山
門
の
大
衆
、
清
水

寺
に
推
し
寄
せ
て
、
仏
閣
僧
坊
一
宇
も
残
さ
ず
焼
き
払
ふ
　

当
該
文
に
一
致
す
る

の
が
、〈
南
・
屋
・
覚
・
中
〉。〈
覚
〉「
山
門
の
大
衆
六
波
羅
ヘ
は
よ
せ
ず
し
て
、

す
ぞ
ろ
な
る
清
水
寺
に
お
し
よ
せ
て
、仏
閣
僧
坊
一
宇
も
残
さ
ず
焼
は
ら
ふ
」（
上

―
三
五
頁
）。
そ
の
中
で
も
〈
屋
〉
に
近
い
。「
大
衆
ハ
清
水
寺
ヘ
押
寄
セ
テ
、
仏

閣カ
ク

僧
坊
一
宇
モ
不
レ

残
焼

ヤ
キ
ハ
ラ
ウ

払
フ
」（
四
〇
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉

は
、〈
延
〉「
山
門
大
衆
、
清
水
寺
ヘ
押
寄
テ
、
焼
払
ベ
キ
由
聞
ケ
リ
」（
巻
一
―

五
〇
オ
）
と
清
水
寺
焼
打
の
噂
と
し
て
記
し
、其
の
後
に
、〈
四
・
延
・
長
〉
は
、

詳
細
な
清
水
寺
焼
失
記
事
を
記
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
火
は
一
旦
は
児
安
塔
で
消

え
本
堂
だ
け
が
残
っ
た
も
の
の
、
無
動
寺
の
法
師
伯
耆
竪
者
乗
円
が
火
を
か
け
た

た
め
焼
失
し
た
と
す
る
。
　

〇
清
水
寺
炎
上
の
朝
、「
観
音
火
坑
変
成
池
は
如
何
」

と
云
ふ
札
を
書
き
て
立
て
た
り
け
れ
ば
　

当
該
話
、〈
屋
〉
欠
く
。
清
水
寺
炎
上

の
後
、「
火
坑
変
成
池
は
如
何
」
の
札
が
立
て
ら
れ
た
翌
日
に
、「
歴
劫
不
思
議
是

な
り
」
の
返
札
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
後
日
譚
（
Ａ
）
だ
が
、
そ
れ
を
初
め

に
記
し
、
以
下
、
①
法
皇
還
御
、
重
盛
同
道
②
清
盛
法
皇
を
警
戒
、
重
盛
諌
言
③

不
思
議
な
噂
と
い
ぶ
か
る
法
皇
に
対
し
、
西
光
天
道
の
計
ら
い
と
答
え
る
と
続
け

る
の
が
、〈
闘
・
南
・
覚
・
中
〉。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ａ
を
文
字
ど
お
り
後
日
譚
と

し
て
、
①
②
③
の
後
に
記
す
の
が
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉。〈
闘
〉
が
、
清
水
寺

炎
上
の
「
朝
」
と
す
る
点
、〈
覚
〉「
清
水
寺
や
け
た
り
け
る
朝
」（
三
六
頁
）
に

一
致
。
清
水
寺
焼
打
を
七
月「
廿
九
日
の
午
剋
」と
す
る〈
覚
〉の
場
合
、そ
の「
朝
」

と
は
、「
明
く
る
七
月
三
十
日
の
朝
」（
三
六
頁
の
脚
注
）
の
意
と
な
る
。〈
闘
〉
は
、

焼
打
を
「
九
日
の
子
の
時
」
と
す
る
が
、
当
時
の
日
付
変
更
時
点
は
、
丑
の
刻
と

寅
の
刻
の
境
の
午
前
三
時
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
小
林
賢
章
一
五
頁
）
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、〈
闘
〉
の
「
炎
上
の
朝
」
と
は
、
炎
上
の
あ
っ
た
八
月
九
日
の
翌
朝
「
十

日
」
の
意
と
な
る
が
、
正
確
に
は
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉
の
よ
う
に
、「
後
朝
（
＝

翌
朝
）」
と
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉
の
場
合
は
、
焼
打
を
「
八

月
九
日
ノ
午
剋
」（〈
延
〉
四
九
ウ
）
と
す
る
が
、
Ａ
の
冒
頭
「
清
水
寺
焼
タ
リ
ケ

ル
後
朝
」（
同
前
五
二
オ
）
と
は
、
八
月
十
日
の
朝
の
こ
と
と
な
る
。
な
お
、「
観

音
」
は
朱
に
よ
る
補
入
句
（
校
異
・
訓
読
1
）
だ
が
、「
観
音
」
を
記
す
の
は
、

他
に
〈
盛
・
南
・
覚
・
中
〉。〈
覚
〉「
や
、
観
音
火
坑
変
成
池
は
い
か
に
」（
三
六

頁
）。
ま
た
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
覚
・
中
〉
で
は
、
札
は
「
大
門
」
の
前
、

或
い
は
「
大
門
の
焼
柱
に
う
ち
た
り
け
れ
ば
」（〈
長
〉
五
四
頁
）
等
と
す
る
。 

〇

歴
劫
不
思
議
是
な
り
　

〈
四
・
延
・
長
〉
同
。〈
盛
〉「
歴
劫
不
思
議
ノ
事
ナ
レ
バ
、

不
及
陳
」（
一
一
一
頁
）、〈
南
・
中
〉「
歴
劫
不
思
議
是
ヲ
イ
フ
」（〈
南
〉
六
四
頁
）、

〈
覚
〉「
歴
劫
不
思
議
力
及
ば
ず
」（
三
六
頁
）。
　

〇
何
な
る
安
度
無
し
者
の
所
為

な
る
ら
ん
と
哽
し
か
り
け
り
　

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
は
、「
あ
と
な
し
び
と
【
跡

無
人
】」
の
意
と
し
て
、「
出
所
の
明
ら
か
で
な
い
者
。
放
浪
者
」
を
掲
げ
、「
あ

ど
な
し
も
の
【
あ
ど
な
し
者
】」
の
意
と
し
て
、「
思
慮
の
な
い
者
。
無
邪
気
な
者
」

を
掲
げ
、〈
延
〉
の
当
該
箇
所
を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
。
当
該
箇
所
の
〈
四
〉
の
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【
引
用
研
究
文
献
】

＊
日
下
力
「『
平
家
物
語
』
原
作
者
の
構
想
力
―
物
語
世
界
へ
の
導
入
」（
国
文
学
研
究
一
〇
二
、
一
九
九
〇
・
10
。『
平
家
物
語
の
誕
生
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
一
・
4
）

＊ 

小
林
賢
章
「
日
付
変
更
時
点
と
ア
カ
ツ
キ
」（
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
四
九
―
四
、
一
九
九
八
・
12
。『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究
　

平
安
人び

と

の
時
間
』
和
泉
書
院

二
〇
〇
三
・
2
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
高
橋
昌
明
『
平
清
盛
　

福
原
の
夢
』（
講
談
社
二
〇
〇
七
・
11
）

＊
詫
間
直
樹
『
皇
居
行
幸
年
表
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
九
七
・
12
）

＊ 

早
川
厚
一
「『
平
家
物
語
』
の
後
白
河
院
―
清
水
寺
炎
上
か
ら
法
印
問
答
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
（
人
文
・
自
然
科
学
篇
）
三
一
巻
一
号
、

一
九
九
四
・
7
。『
平
家
物
語
を
読
む
　

成
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
元
木
泰
雄
『
平
清
盛
と
後
白
河
院
』（
角
川
学
芸
出
版
二
〇
一
二
・
3
）

【
原
文
】

衆
―

徒
ハ

帰
―

山
シ

上
皇

ハ

成
還
―

御
一

重
―

盛
卿

ハ

御
―

送
ニ

被
参
父

ノ

清
―

盛
ハ

留
給
猶

1

為
ニ

用
心
一

哉
中
納
言

ノ

曰
ケ
ル

法
―

皇
ノ

入
―

御
実

ニ

雖
有
二

其
畏
一

爾ト

ニ
モ

爾
ニ
モ

有
二ハ

コ
ソ

被
思
食
之

旨
一ノ

加
―

様
有
二

風
―

聞
一

然
―

則
有
法
―

皇
御
―

幸
一

我
等
不
可
打
―

解
一

言
ケ
ル

右
衛
門
督
振
舌
（
一
）

赤
シ
テ

面
一ヲ

被
ケ
ル

申
者
此
事
努
々
不
可
被
出
二

御
詞

ニ
モ

御
色
一ニ

モ

人
着
心
（
一
）

顔
ニ

中
―

々
凶

―

事
ニ
テ

候
ナ
ン

就
ハ

其
ニ

弥
不
背
叡
慮

ニ
モ

（
一
）

為
世
（
一
）

為
人
（
一
）

有
善
振
―

舞
一

定
可
有
三
―

宝
仏
―

神
之
加
―

護
一モ

於
不
然
（
一
）

者
御
子
孫
之
末

ヘ

就
何
事
一ニ

可
凶
候
（
一
）

乍
申
急

キ

立
給

ケ
リ

右
衛

門
督

ハ

以
―

外
ニ

大
―

様
ナ
ル

者
哉

ト
ソ

言
ケ
ル

法
皇
還
―

御
之
後
於
二

不
疎

カ
（
一
）

近
―

習
者
共

ノ

中
一ニ

抑
申
―二

出
タ
ル

不
思
議
事
一ヲ

者
哉

2

云
―

出
ケ
ル
ト

有
ケ
レ
ハ

仰
一

西
光
法
師
候

ケ
ル
カ

御
前
一ニ

天
ニ

無
口
（
一
）

以
人
（
一
）

言
ス

余
ニ

平
家
過
―

分
ニ

成
―

行
候▽

一
八
ウ

間
有
二

天
ノ

御
―

計
一ニ

モ

申
者
人
―

々
此
―

事
無
由
（
一
）

壁
ニ

有
耳
（
一
）

石
ニ

有
口
（
一
）

云
恐
―

々
ト
ソ

振
レ

舌
（
一
）

申
ケ
ル

【
釈
文
】

　

衆
徒
は
帰
山
し
け
れ
ば
、
上
皇
は
還
御
成
り
に
け
り
。
重
盛
卿
は
御
送
り
に
参
ら
れ
け
り
。
父
の
清
盛
は
留
ま
り
た
ま
ふ
。
猶
用
心
の

1

為
と
か
や
。
中
納
言
の
曰

の
た
ま

ひ

け
る
は
、「
法
皇
の
入じ

ゆ
き
よ御

こ
そ
実

ま
こ
と

に
其
の
畏
れ
有
り
と
雖
も
、
爾ト

に
も
爾か

く

に
も
思
し
食
さ
る
る
旨
の
有
れ
ば
こ
そ
、
加
様
に
風
聞
も
有
る
ら
め
。
然
れ
ば
則
ち
、
法
皇
の

表
記
は
「
嗚ア

ト
ナ
シ呼
者
」（
右
に
右
訓
「
シ
レ
」）、〈
延
・
中
〉「
ア
ト
ナ
シ
者
」（〈
延
〉）、

〈
長
・
盛
〉「
跡
な
し
者
」（〈
長
〉）
と
あ
り
、「
あ
と
な
し
者
」
と
も
、「
あ
ど
な

し
者
」
と
も
両
様
に
読
め
る
が
、
当
該
箇
所
の
意
味
と
し
て
は
、「
あ
ど
な
し
者
」

の
意
に
通
じ
る
「
根
拠
の
な
い
、
ば
か
げ
た
こ
と
を
す
る
者
」
即
ち
「
い
た
ず
ら

者
」
の
意
と
考
え
て
良
か
ろ
う
（〈
延
全
注
釈
〉
巻
一
―
二
九
八
頁
）。〈
闘
〉
の
「
安

度
無
し
者
」
は
、〈
闘
〉
に
使
用
さ
れ
る
「
度
」
の
使
用
例
か
ら
し
て
も
、「
あ
ど

な
し
者
」
と
読
ん
で
良
か
ろ
う
。〈
闘
〉
の
「
哽
」
の
訓
例
は
当
該
箇
所
に
の
み

見
ら
れ
る
。
中
世
古
辞
書
に
、「
哽
」
を
「
を
か
し
」
と
読
む
訓
例
未
見
。〈
名
義

抄
〉「
哽
　

ム
セ
フ
」（
仏
中
五
一
）、
天
文
本
『
字
鏡
鈔
』「
哽
　

ム
セ
フ
、
カ
ナ

シ
フ
、
ワ
キ
マ
フ
、
ム
ス
、
ム
カ
ツ
ク
」（
三
五
二
頁
）。
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【
注
解
】
〇
重
盛
卿
は
御
送
り
に
参
ら
れ
け
り
　

前
節
に
引
い
た
『
顕
広
王
記
』

八
月
九
日
条
の
裏
書
記
事
に
よ
れ
ば
、
重
盛
が
後
白
河
院
還
御
に
同
道
し
た
と
い

う
噂
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
顕
広
王
が
得
た
情
報

に
よ
れ
ば
、
事
実
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
噂
を
事
実
の
こ
と
と
し
て
描
く
の

が
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
。
　

〇
父
の
清
盛
は
留
ま
り
た
ま
ふ
。
猶
用
心
の
為
と

か
や
　

〈
四
・
長
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
、〈
延
〉
欠
く
、〈
盛
〉
は
、
院
参
す

る
重
盛
が
、
六
波
羅
に
向
か
う
院
と
道
で
出
会
い
、
同
行
し
て
六
波
羅
に
戻
り
、

清
盛
が
対
面
を
拒
否
し
た
た
め
に
、
還
御
す
る
院
に
重
盛
が
同
道
し
た
と
す
る
記

事
の
後
に
、「
平
中
納
言
清
盛
ハ
、
用
心
ノ
為
ニ
ヤ
、
所
労
ト
称
ジ
テ
見
参
ニ
入

ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
空
ク
還
御
有
ケ
リ
」（
一
〇
九
頁
）
と
記
す
。〈
四
・
闘
・
長
・

盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
の
場
合
は
、
こ
の
後
に
、
法
皇
の
入
御
を
恐
れ
る
清
盛

の
発
言
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
。
　

〇
中
納
言
の
曰
ひ
け
る
は
、「
法
皇
の
入
御

こ
そ
実
に
其
の
畏
れ
有
り
と
雖
も
…
　

〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
、

〈
延
〉「
右
兵
衛
督
御
共
ヨ
リ
被
帰
一

タ
リ
ケ
レ
バ
、
父
中
納
言
清
盛
宣
ケ
ル
ハ
」

（
五
一
ウ
）
と
す
る
よ
う
に
、
院
の
見
送
り
か
ら
戻
っ
た
重
盛
に
、
清
盛
が
話
し

か
け
る
形
。〈
南
〉「
一
院
還
御
ノ
後
、
父
大
納
言
重
盛
卿
ニ
宣
ケ
ル
ハ
」（
六
五

頁
）
の
場
合
も
、そ
の
前
に
「
重
盛
卿
計
ゾ
御
送
ニ
ハ
参
ラ
レ
ケ
ル
」（
六
四
頁
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
清
盛
は
六
波
羅
に
戻
っ
た
重
盛
に
話
し
か
け
た
と
解

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。〈
闘
〉
の
場
合
、
重
盛
が
院
の
見
送
り
に
行
く
前
と
も
、

見
送
り
か
ら
戻
っ
た
後
に
清
盛
が
話
し
か
け
た
と
も
両
様
に
解
し
う
る
が
、〈
闘
〉

に
、〈
南
〉
的
本
文
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
か
ら
（
早
川
厚
一
①
）、

こ
こ
も
〈
闘
〉
に
類
似
す
る
〈
南
〉
的
本
文
の
影
響
下
に
あ
る
本
文
と
考
え
て
良

い
だ
ろ
う
。 

〇
爾
に
も
爾
に
も
思
し
食
さ
る
る
旨
の
有
れ
ば
こ
そ
、
加
様
に

風
聞
も
有
る
ら
め 

都
に
流
れ
た
流
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
清
盛
の
法
皇
に

対
す
る
疑
心
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
（
小
林
美
和
三
二
～
三
三
頁
）。
一
方
、
法

皇
の
側
近
の
中
に
も
、
こ
の
後
の
西
光
の
発
言
に
も
見
る
よ
う
に
、
平
家
打
倒
の

思
い
を
募
ら
せ
た
と
し
て
描
く
。〈
闘
〉
で
は
、
こ
の
後
、
行
綱
か
ら
平
家
討
滅

の
陰
謀
を
聞
い
た
清
盛
が
、「
今
思
ひ
合
は
す
る
に
、
先
日
山
門
の
大
衆
を
以
て

入
道
を
失
は
る
べ
き
由
聞
こ
え
し
は
、実
な
り
け
り
」（
巻
一
下
―
一
二
オ
）
と
、

こ
の
時
の
流
言
を
思
い
出
し
、
あ
の
時
の
噂
は
や
は
り
本
当
だ
っ
た
の
だ
と
思
っ

た
と
す
る
独
自
の
趣
向
を
示
す
（
眞
野
須
美
子
九
頁
）。
中
世
古
辞
書
に
、「
爾
」

を
「
と
」
あ
る
い
は
「
か
く
」
と
読
む
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
が
、〈
闘
〉
に
は
、

御
幸
有
れ
ば
と
て
、
我
等
打う

ち
と解

く
べ
か
ら
ず
」
と
ぞ
言

の
た
ま

ひ
け
る
。
右
衛
門
督
舌
を
振
る
ひ
、
面
を
赤
く
し
て
申
さ
れ
け
る
は
、「
此
の
事
、
努ゆ

め
ゆ
め々

御
詞
に
も
御
色
に
も
出

だ
さ
る
べ
か
ら
ず
。
人
に
心
着
け
顔
に
、
中
々
凶
事
に
て
候
ひ
な
ん
。
其
れ
に
就つ

き
て
は

弥
い
よ
い
よ

叡
慮
に
も
背
か
ず
、
世
の
為
人
の
為
、
善
き
振
舞
有
ら
ば
、
定
め
て
三
宝

仏
神
の
加
護
も
有
る
べ
し
。
然さ

ら
ず
に
於
て
は
御
子
孫
の
末す

ゑ

、
何
事
に
就
き
て
も
凶あ

し
か
る
べ
く
候
ふ
」
と
申
し
な
が
ら
、
急
ぎ
立
ち
た
ま
ひ
に
け
り
。「
右
衛
門
督
は
以

て
の
外
に
大お

ほ
や
う様

な
る
者
か
な
」
と
ぞ
言
ひ
け
る
。

　

法
皇
還
御
の
後
、
疎う

と

か
ら
ぬ
近き

ん
じ
ゆ
し
や

習
者
共
の
中
に
於
て
、「

抑
そ
も
そ
も

不
思
議
の
事
を
申
し
出
で
た
る
も
の
か
な
。

2《
何い

か

な
る
者
の
》
云
ひ
出
だ
し
け
る
」
と
仰
せ
有
り
け
れ
ば
、

西
光
法
師
、
御
前
に
候
ひ
け
る
が
、「
天
に
口
無
し
、
人
を
以
て
言
は
す
。
余
り
に
平
家
過
分
に
成
り
行
き
候▽

一
八
ウ

ふ
間
、
天
の
御お

ん

計ぱ
か

ら
ひ
に
も
有
る
ら
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、

人
々
「
此
の
事
由
無
し
。
壁
に
耳
有
り
、
石
に
口
有
り
と
云
へ
り
。
恐
ろ
し
恐
ろ
し
」
と
ぞ
、
舌
を
振
る
ひ
て
申
し
け
る
。

【
校
異
・
訓
読
】
1
〈
底
〉「
為

ニ

」。
2
〈
底
〉
欠
く
。「
何
な
る
者
の
」
の
注
解
参
照
。
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「
爾
時
爾

モ

此
モ

」（
爾そ

の
時
爾と

も
此か

く

も
。
巻
一
下
―
三
二
オ
）
の
よ
う
に
、「
爾
」

を
「
と
」
と
読
む
事
例
は
多
い
。
な
お
、〈
闘
〉
は
、「
爾
」
と
そ
の
異
体
字
「
尓
」

を
混
用
す
る
が
、
当
該
箇
所
の
「
尓ト

ニ
モ

尓
ニ
モ

」
や
、
先
の
事
例
「
尓
時
爾

モ

此
モ

」

に
見
る
よ
う
に
、「
爾
」「
尓
」
を
共
に
「
と
」
と
読
む
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
特
に
使
い
分
け
は
な
い
と
考
え
、「
爾
」
に
統
一
し
た
。
　

〇
右
衛
門
督
舌

を
振
る
ひ
、面
を
赤
く
し
て
申
さ
れ
け
る
は
　

「
舌
を
振
る
ひ
、面
を
赤
く
し
て
」、

〈
闘
〉
の
独
自
異
文
。「
舌
を
振
る
」
と
は
、〈
延
〉「
武
士
共
舌
ヲ
振
テ
怖
ア
ヘ
リ
」

（
巻
二
―
二
八
オ
）
に
見
る
よ
う
に
、
恐
れ
お
の
の
く
様
。
冷
静
沈
着
な
人
物
と

し
て
描
か
れ
る
重
盛
像
に
は
違
和
感
の
あ
る
表
現
と
言
え
よ
う
。
但
し
、〈
闘
〉

の
場
合
は
、
こ
の
後
の
、
西
光
の
発
言
を
聞
い
た
院
側
近
の
者
達
の
反
応
「
恐
ろ

し
恐
ろ
し
」
と
ぞ
、
舌
を
振
る
ひ
て
申
し
け
る
」
と
響
き
合
う
こ
と
に
注
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。 

〇
人
に
心
着
け
顔
に
、
中
々
凶
事
に
て
候
ひ
な
ん
　

「
心
着
け

顔
に
」、〈
南
・
屋
・
覚
・
中
〉
同
。「
人
の
注
意
を
引
く
そ
ぶ
り
。
不
審
な
印
象

を
与
え
る
よ
う
な
言
動
の
さ
ま
」（〈
日
国
大
〉）
の
意
。〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉「
心

付
き
（
け
）
て
」。「
凶
事
」
に
て
、〈
四
・
延
・
長
・
盛
〉「
ア
シ
キ
事
」（〈
延
〉

五
一
ウ
）、〈
屋
・
覚
〉「
悪
キ
御
事
」（〈
屋
〉
四
一
頁
）、〈
中
〉「
あ
し
く
候
な
ん
」（
三
七

頁
）。〈
闘
〉
も
「
凶あ

し
き
事
に
て
」
と
読
む
と
こ
ろ
だ
が
、
音
符
が
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
凶き

よ
う
じ事

」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
重
盛
の
諌
言
は
、

後
白
河
院
に
対
し
て
無
礼
・
不
忠
で
あ
る
か
ら
と
か
、
王
法
は
護
持
す
べ
き
も
の

で
あ
る
か
ら
と
か
い
っ
た
高
踏
的
な
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
人
の
注
意
を
ひ
い
て

し
ま
っ
て
は
か
え
っ
て
ま
ず
い
か
ら
と
い
う
極
め
て
現
実
的
な
理
屈
に
基
づ
く
も

の
と
刑
部
久
は
読
む
。
換
言
す
れ
ば
、
平
家
に
と
っ
て
の
不
都
合
を
回
避
す
べ
き

な
の
だ
と
い
う
相
当
に
利
己
的
な
説
得
の
論
理
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
解
す

る
（
七
六
頁
）。
　

〇
然
ら
ず
に
於
て
は
御
子
孫
の
末
、
何
事
に
就
き
て
も
凶
し

か
る
べ
く
候
ふ
」
と
申
し
な
が
ら
、急
ぎ
立
ち
た
ま
ひ
に
け
り
　

「
御
子
孫
の
末
」

と
す
る
の
は
、〈
闘
〉
の
独
自
趣
向
。〈
四
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
・
覚
・
中
〉

「
サ
ラ
ム
ニ
取
テ
ハ
御
身
ノ
恐
ア
ル
マ
ジ
」
ト
テ
立
給
ヌ
」（〈
延
〉
五
一
ウ
）。
先

の
「
法
皇
の
入
御
こ
そ
実
に
其
の
畏
れ
有
り
」、つ
ま
り
清
盛
が
感
じ
取
っ
た
「
畏

れ
」
に
対
応
す
る
形
が
、「
御
身
ノ
恐
ア
ル
マ
ジ
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　

〇
右

衛
門
督
は
以
て
の
外
に
大
様
な
る
者
か
な
　

〈
四
・
闘
・
延
・
長
・
盛
・
南
・
屋
・

中
〉
の
場
合
、
父
清
盛
の
「「
ひ
ど
く
の
ん
び
り
し
た
も
の
だ
な
」
と
危
機
感
を

も
っ
て
い
る
様
子
で
な
い
重
盛
に
対
す
る
苛
立
ち
の
言
葉
」
と
考
え
ら
れ
る
の
に

対
し
、〈
覚
〉「「
重
盛
卿
は
、
ゆ
ゝ
し
く
大
様
な
る
も
の
か
な
」
と
ぞ
、
父
の
卿

も
の
た
ま
ひ
け
る
」（
上
―
三
六
頁
）
の
場
合
は
、「
も
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
悠
揚
せ
ま
ら
ぬ
」「
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
い
る
」
様
と
い
う
よ
う
に
重
盛
へ

の
讃
辞
の
意
と
な
る
（
池
田
敬
子
三
八
～
四
三
頁
）。
　

〇
法
皇
還
御
の
後
、
疎

か
ら
ぬ
近
習
者
共
の
中
に
於
て
　

こ
の
後
の
法
皇
の
発
言
は
、
い
ず
れ
の
諸
本
も

「
疎
か
ら
ぬ
近
習
者
共
」
を
前
に
し
て
な
さ
れ
た
と
す
る
。
法
皇
の
本
心
が
、
近

臣
達
を
前
に
し
て
述
べ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
早
川
厚
一
②
五
二
頁
）。
　

〇

何
な
る
者
の
　

「
抑
Ａ
不
思
議
の
事
を
申
し
出
で
た
る
も
の
か
な
。
Ｂ
云
ひ
出
だ

し
け
る
」
で
は
唐
突
で
、〈
闘
〉
に
は
、
Ｂ
「
云
ひ
出
だ
し
け
る
」
の
前
に
脱
文

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
と
Ｂ
に
該
当
す
る
本
文
を
持
ち
、
脱
文
に
該
当
す
る

本
文
を
持
つ
諸
本
と
し
て
は
、
以
下
の
三
本
が
該
当
し
よ
う
。〈
四
〉「
不
思
議

の

事
云
出
物
哉
誰レ

カ

斯
ル

事
云
出

ら
む

シ
ツ
ラ
ン

」（
二
六
左
）、〈
延
〉「
サ
ル
ニ
テ
モ
不
思
議
ノ

事
云
出
ツ
ル
者
哉
。
何
ナ
ル
者
ノ
云
出
ツ
ラ
ム
」（
五
二
オ
）、〈
長
〉「
さ
る
に
て

も
、
不
思
儀
の
事
い
ひ
出
し
つ
る
。
た
れ
か
、
か
ゝ
る
事
は
い
ひ
つ
ら
ん
」（
五
四

頁
）。
傍
線
部
が
欠
脱
本
文
に
該
当
す
る
。〈
四
・
長
〉の「
誰
か
か
か
る
事
は
」か
、

〈
延
〉
の
「
何
ナ
ル
者
ノ
」
が
該
当
し
よ
う
。
掲
出
本
文
と
し
て
は
、〈
延
〉
の
「
何
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ナ
ル
者
ノ
」
を
掲
げ
た
が
、
欠
脱
本
文
の
前
後
に
見
ら
れ
る
〈
四
・
延
〉「
云
出
」

や
〈
長
〉「
い
ひ
」
の
目
移
り
に
よ
り
欠
脱
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
、〈
長
〉
に
は
、「
も

の
か
な
」
に
該
当
す
る
語
が
な
く
、
目
移
り
に
よ
る
欠
脱
が
よ
り
行
わ
れ
や
す
い

こ
と
か
ら
、
欠
脱
は
、「
誰
か
か
か
る
事
は
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

〇

西
光
法
師
、
御
前
に
候
ひ
け
る
が
　

諸
本
い
ず
れ
も
、
西
光
の
初
見
記
事
。
藤
原

師
光
（
法
名
西
光
。
以
下
西
光
）
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
が
記
す
よ
う
に
、「
阿

波
国
の
在
庁
」
の
出
身
で
、
本
姓
は
、
近
藤
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
西
光
が

藤
原
姓
を
名
乗
る
の
は
、
家
成
の
養
子
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
西
光

は
信
西
の
乳
母
子
と
さ
れ
る
。「
今
日
祗
二―

候
院
一

之
入
道
法
師
〈
名
二

西
光
一

、
左

衛
門
尉
入
道
也
、
故
信
西
乳
母
子
云
々
」（『
玉
葉
』
承
安
三
年
三
月
十
日
条
）。

と
す
れ
ば
、
西
光
以
前
の
父
祖
の
代
に
信
西
と
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
西
光
が
中
央
に
進
出
し
た
事
情
と
し
て
は
、
西
光
と
近
し

い
関
係
に
あ
っ
た
人
物
が
阿
波
国
の
国
司
と
な
り
、
西
光
の
父
祖
は
そ
の
人
物
を

介
し
て
信
西
と
つ
な
が
り
を
持
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情

を
背
景
に
、
西
光
は
信
西
の
乳
母
子
・
家
人
と
な
り
、
さ
ら
に
鳥
羽
上
皇
の
も
と

に
伺
候
し
、
同
上
皇
を
後
楯
に
院
近
臣
の
藤
原
家
成
の
養
子
と
な
っ
た
か
と
考
え

ら
れ
る
（
山
下
知
之
一
五
四
～
一
五
七
頁
）。
こ
う
し
て
西
光
は
、
家
成
の
養
子

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
身
分
の
低
さ
が
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
貴
族
社
会
へ
の
出

入
り
が
可
能
と
な
り
（
佐
々
木
紀
一
、
二
三
頁
）、
後
白
河
院
の
意
思
で
も
あ
る

西
光
の
破
格
の
昇
進
も
可
能
に
な
っ
た
と
す
る（
米
谷
豊
之
祐
一
五
七
頁
）。な
お
、

西
光
が
『
平
家
物
語
』
に
本
格
的
に
登
場
す
る
の
は
、
山
門
関
連
記
事
か
ら
と
考

え
ら
れ
る
。
後
白
河
院
近
臣
の
中
、
成
親
や
俊
寛
・
成
経
・
康
頼
等
が
関
わ
る
事

件
が
鹿
谷
事
件
、
こ
れ
に
対
し
て
山
門
事
件
に
関
わ
っ
た
の
が
、
同
じ
く
院
近
臣

の
西
光
親
子
と
い
う
理
解
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る（〈
四
評
釈
〉二
―
四
三
頁
。
早
川
厚
一
考
察
。
早
川
厚
一
③
九
～
一
一
頁
）。 

〇

天
の
御
計
ら
ひ
に
も
有
る
ら
ん
　

「
天
の
御
計
ら
ひ
」
〈
覚
〉
同
、
〈
四
・
延
・

長
〉「
天
道
」、〈
南
・
中
〉「
天
の
告
」、〈
屋
〉「
天
ノ
御
告
」。
水
原
一
は
、「
天
道
」

と
は
、「
一
応
太
陽
と
訳
し
て
通
用
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
一
個
の
天

体
と
し
て
の
太
陽
で
は
な
く
て
、
日
月
星
辰
を
支
配
す
る
全
天
空
の
神
格
の
称
で

あ
り
、人
間
界
の
正
邪
曲
直
を
見
通
し
、裁
断
し
、修
正
す
る
権
威
の
称
」と
す
る
。

こ
う
し
た
天
道
畏
敬
の
姿
勢
は
、
こ
の
後
に
も
頻
出
す
る
が
、
延
慶
本
に
最
も
顕

著
に
見
ら
れ
る
と
す
る
（
四
五
七
～
四
六
〇
頁
）。
　

〇
此
の
事
由
無
し
　

〈
全
注

釈
〉「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
っ
て
無
駄
な
こ
と
」（
上
―
一
一
〇
頁
）、『
日
本
古

典
文
学
全
集
平
家
物
語
』「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
む
だ
だ
」（
1
―
七
五
頁
）

と
解
す
れ
ば
、
西
光
ば
か
り
か
、
他
の
院
の
近
臣
達
も
平
家
の
過
分
な
栄
華
を
不

快
に
思
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、〈
評
講
〉「
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
申
す
も
の

よ
」（
上
―
八
四
頁
）、『
古
典
集
成
平
家
物
語
』「
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
言
う
も
の
だ
」

（
上
―
五
三
頁
）、『
全
訳
注
平
家
物
語
』「
こ
れ
は
と
ほ
う
も
な
い
事
を
い
う
」（
1

―
一
五
〇
頁
）
と
解
す
れ
ば
、
他
の
近
臣
達
は
、
西
光
の
発
言
を
思
い
も
か
け
な

い
も
の
と
と
ら
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
は
、
法
皇
の
発
言
に
見
る
よ
う
に
、
後

者
の
よ
う
に
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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【
引
用
研
究
文
献
】

＊
池
田
敬
子
「
ゆ
ゆ
し
く
大
様
な
る
人
―
重
盛
―
」（
国
語
国
文
、
一
九
九
六
・
4
。『
軍
記
と
室
町
物
語
』
清
文
堂
二
〇
〇
一
・
10
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
刑
部
久
「『
平
家
物
語
』
の
説
得
部
に
探
る
平
重
盛
の
行
動
原
理
―
「
清
水
寺
炎
上
」・「
殿
下
乗
合
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
日
本
文
学
一
九
九
六
・
11
）



源平闘諍録全釈（一〇―巻一上⑩（一六ウ 10 ～一八ウ 2））

（
一
四

）

＊ 

小
林
美
和
「
平
家
物
語
巻
一
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
―
延
慶
本
を
中
心
と
し
て
」（
青
須
我
波
良
三
四
、
一
九
八
七
・
12
。『
平
家
物
語
の
成
立
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3

再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 
米
谷
豊
之
祐
「
後
白
河
院
北
面
下
﨟
―
院
の
行
動
力
を
支
え
る
も
の
―
」（
大
阪
城
南
女
子
短
大
研
究
紀
要
一
一
、
一
九
七
六
。『
院
政
期
軍
事
・
警
察
史
拾
遺
』
近
代
文

藝
社
一
九
九
三
・
7
）

＊
佐
々
木
紀
一
「
桓
武
平
氏
正
盛
流
系
図
補
輯
（
下
）」（
国
語
国
文
六
五
―
一
、
一
九
九
六
・
1
）

＊
早
川
厚
一
①
「
源
平
闘
諍
録
に
見
え
る
南
都
本
的
本
文
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
史
論
―
島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
世
界
思
想
社
一
九
九
七
・
9
）

＊ 

早
川
厚
一
②
「『
平
家
物
語
』
の
後
白
河
院
―
清
水
寺
炎
上
か
ら
法
印
問
答
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
　

人
文
・
自
然
科
学
篇
三
一
―
一
、

一
九
九
四
・
7
。『
平
家
物
語
を
読
む
―
成
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
―
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
早
川
厚
一
③
「
西
光
説
話
の
成
立
と
そ
の
展
開
」（
軍
記
研
究
ノ
ー
ト
五
、
一
九
七
五
・
8
）

＊
眞
野
須
美
子
「『
源
平
闘
諍
録
』
の
本
文
の
性
格
に
関
す
る
一
考
察
」（
緑
岡
詞
林
一
三
、
一
九
八
三
・
3
）

＊
水
原
一
「
一
行
阿
闍
梨
流
罪
説
話
の
考
察
」（
駒
沢
国
文
一
四
、
一
九
七
七
・
3
。『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
加
藤
中
道
舘
一
九
七
九
・
6
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
山
下
知
之
「
阿
波
国
に
お
け
る
武
士
団
の
成
立
と
展
開
―
平
安
末
期
を
中
心
に
―
」（
立
命
館
文
学
五
二
一
、一
九
九
一
・
6
）

（
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
度
名
古
屋
学
院
大
学
研
究
奨
励
金
に
よ
る
成
果
の
一
つ
で
あ
る
）
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